
～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. 1４ 
 

☆今月は中学生から寄せられた質問に対する図書をいくつか紹介します☆ 

 

 

① なぜ戦争はおきたのか。                                        

   「図説 太平洋戦争」（開架 ２１０．７５ I３２）  

                                                      

② 戦争ではどのような道具が使われたのか。 

 

 「日本陸海軍八十年」 （閉架 ３９２．１ Ｋｏ５３）  

 「日本兵器総集 昭和１６～２０年版」 （閉架 ５５９ Ｎ７１ １９４１） 

 「大日本帝国軍隊」 （閉架 ３９２．１ Ｄ２５） 

 

③ 日本全国で防空壕はどの位あったのか。 

 

    「日本防空史」 （閉架 ３９１．３８ Ｊ６６） 

 

④ 日本軍隊の基地は何個あったのか。 

 

    「帝国陸軍編成総覧」 （閉架 ３９６．１ Ｆ９９） 

    「昭和日本史 ６ （陸海軍）」 （開架 ２１０．７ Ｓｈ９７ ６） 

 

⑤ 日本の兵士はどのくらいいたのか。また、そのうち死んだ兵士はどのくらいか。 

     

    「史料・太平洋戦争被害調査報告」 （閉架 ２１０．７５ Ｎ３７）  

 

       

 

 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 
検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 
操作方法等がわからない場合は、カウンター職員までお気軽に…。   



 
･ ･ ･ もう一冊！！！･ ･ ･ ⑫ 
  
 大分以前のことですが、もう一冊・・もう一冊と古本屋さんの本棚を探していると

き、アレッ？と思ったことがあります。新潮文庫のクロス装丁ハードカバーの本が有

ったのです。奥付けを見ると、個人が作った本ではなく、「図書館製本」とあります。

版元で図書館用に初めからハードカバーの本を作っていたのです。 
 なるほどねー、と感心していると、クセジュ文庫の図書館用特製本を手に入れまし

た。昔は案外こんな特製本がかんたんに作れたのでしょうね。そう言えば、岩波文庫

にも「教科書版」という大型の文庫（変ですね）が有りました。版面は文庫のままで、

周囲に大きく余白があり、書き込みが出来るようになっていました。 
 こんなことを考えていると、本の装丁が気になりだします。豪華本ならば、特別な

製本でもおかしくありませんが、昭和館では「労苦の製本」を探してみたくなります。 
 戦時中には、初版と再版、そして３版と、全部装丁が違うなんて言う本も現れます。

戦時中に出た大木惇夫の従軍詩集「海原にありて歌える」は、昭和１７年の初版がジ

ャカルタでの現地出版。国内版は２版からで、３版４版と進むたびに用紙も製本も粗

悪になり、戦局の悪化が本のつくりにも反映していることが分かります。 
 戦時中の本が粗悪なのはやむをえないですが、とうとう表紙の芯になるボール紙が

手に入らなくなり、考えた末に「経木」（カンナで削った薄い板）を芯にして表紙を作

った本まで現れました。「絵本の研究」と言う本で、古本屋さんの投売り箱の中に有っ

た本ですが、表紙の一分が破れて板が見えたときには、本当に驚きました。これも一

種の特製本ですね。 
 と言うわけで、次回は特製本を探してみましょう。   （午睡） 
 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－ 
－図書室から－ 
 梅雨もあけ、夏・真っ盛りです。海、山、お祭り…。皆さんはどのような夏を過ごしま

すか？ 
 
＊「夏休み宿題･研究コーナー」の設置（コピー機の隣） 
 児童・生徒向けの資料を集めました。知識を深めたり、宿題や自由研究などにご利用く

ださい。（９月１０日まで） 
＊ 図書室入口に陳列ケースを設置 
 図書室所蔵の資料を順次陳列し、紹介していきます。 
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